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　    No.851

2019

五霞町ウオーキング大会が開催されました
……………………………………………………………………………… 2、3

９月21日撮影
　五霞町ウオーキング大会の
参加者が東西小学校児童の声
援を受けながらスタートしてい
る様子です。［関連2、3ページ］
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小学生の声援を受け、スタート！

様々な団体の協力により安全に実施

ゴールでは、様々な団体がおもてなし

スタート前に準備体操

景色を楽しみながらウオーキング

ゴールで完歩証の写真撮影

和太鼓がオープニングを盛大に

参加者と交流しながら歩く谷川さん

ゴールで中学生がお出迎え

　
９
月
21
日
、
五
霞
町
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
９
月
28
日
に
開
会

さ
れ
た
「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
」

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
競
技
と

し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
に

元
長
距
離
マ
ラ
ソ
ン
選
手
で
、
現
在
、

タ
レ
ン
ト
の
谷
川
真
理
さ
ん
を
招
待

し
、
約
７
０
０
名
の
参
加
者
と
と
も

に
「
情
報・防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ご
か
」

を
ス
タ
ー
ト
し
、
東
昌
寺
、
大
福
田

天
満
宮
、
江
川
天
満
宮
、
幸
主
名
馬

尊
と
い
っ
た
史
跡
を
巡
る
「
歴
史
探

訪
コ
ー
ス
」
を
歩
き
ま
し
た
。

　
各
史
跡
で
は
、
五
霞
中
学
校
の
生

徒
が
史
跡
紹
介
を
行
い
、
ま
た
、
給

水
所
や
お
も
て
な
し
ブ
ー
ス
で
は
、

町
内
の
企
業
や
団
体
が
五
霞
町
産
の

新
米
、
豚
汁
、
飲
み
物
や
記
念
タ
オ

ル
の
提
供
な
ど
盛
大
に
参
加
者
を
も

て
な
し
ま
し
た
。

　
当
日
、
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

五霞町ウオーキング大会を開催

▲競技開始宣言をした東・西小学校児童

ウオーキング大会を開始します!!
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中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大
活
躍
!!

参加者全員をスムーズに受付

国体ダンスで大会を盛り上げ

関宿城をバックに記念撮影のお手伝い

二人で協力して司会・進行

参加者へ史跡をわかりやすく紹介

ゴールで参加者をおもてなし

「歴史探訪コース」で巡った史跡を紹介します

大福田天満宮 東昌寺・梵
ぼん

鐘
しょう

幸主名馬尊 江川天満宮

大福田にある神社で、
天満宮名のとおり祭神
には、菅原道真公が祭
られ、毎年、祭礼が行
われている。

簗
やな

田
だ

持
もち

助
すけ

公
こう

が父・満助公
の菩提を弔うため、143
9年に東昌寺を建立しま
した。持助公はのちに関

せき

宿
やど

城
じょう

主
しゅ

となっています。
梵鐘は、1476年関宿城
主簗田持助公から寄

き

進
しん

され、昭和43年茨城県
指定文化財に指定。

鎌倉源氏の二将、佐々
木四郎高綱と梶原源太
景季の陣屋跡として伝
えられる場所に建って
おり、宇治川の先陣争
いの恩賞として、高綱
が源頼朝より与えられ
た名馬「生

いけづき

」が祀ら
れている。

江川地区の鎮守として
古くから地域の人々の
信仰を集めている神
社で、大福田天満宮と
同じく、菅原道真公が
祭神として祀られてい
る。

記念写真お撮り
します
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「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
の
火
」
誕
生

　
９
月
28
日
、
笠
松
運
動
公
園
に
お

い
て
、
茨
城
国
体
総
合
開
会
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
五
霞
町
の
炬
火
名
募
集

で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
斎
木
璃り

乃の

さ
ん
（
五
霞
東
小
４
年
生
）
が
炬
火

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
総
合
開
会
式
に

出
席
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
五
霞
町
の
炬
火
を
含

む
県
内
44
市
町
村
の
炬
火
が
集
火
さ

れ
、「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
の
火
」
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　
こ
の
炬
火
は
、
い
き
い
き
茨
城
ゆ

め
国
体
及
び
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
大

会
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
大
会
期
間

中
、
火
を
灯
し
続
け
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
炬
火
を
体
験
し
て
み
て
い
か
が
で
し
た
か
？
」

「ごかから灯せ　つながれ未来へ　絆の火」
から

「いきいき茨城ゆめの火」へ

鈴木　進さん
（6月9日の炬火リレー
での最終ランナー）
亥年生まれとして炬火
リレーに参加しまし
た。若い人と一緒に走
れ、人生の良い記念と
なりました。

江森　一郎さん
（6月9日の炬火リレー
での最終ランナー）
炬火リレーの最終ラン
ナーとしてリレーに参
加でき、とても良い思
い出となり、とても有
意義な１日となりまし
た。

栗原　颯
そう

吾
ご

さん
（6月9日の炬火リレー
で炬火受け皿へ点火）
当日は、周りが見えな
くなるほど緊張しまし
たが、自分の役割を果
たし、一生の思い出と
なり、とても貴重な経
験となりました。

斎木璃乃さん
（9月28日の総合開会式
での炬火ランナー）
五霞町のみんなの思い
がたくさん詰まった火
を届けることができま
した。ドキドキしまし
たが、この経験は私の
宝物です。
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五
霞
町
の
炬
火
は
、「
元
栗
橋

の
火
」、「
東
西
小
学
校
友
情
と
団

結
の
火
」、「
児
童
館
の
火
」、「
ふ

れ
あ
い
の
火
」、「
も
ち
つ
き
の
火
」、

「
元
栗
橋
新
田
地
区
か
が
り
火
の

火
」「
原
宿
台
の
火
」
の
７
つ
の
火

が
集
火
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
９
日
に
は
、
７
つ
の
集
火

さ
れ
た
火
を
持
ち
、
町
内
全
行
政

区
を
駆
け
巡
っ
た
五
霞
町
炬
火
リ

レ
ー
が
開
催
さ
れ
、「
ご
か
か
ら

灯
せ
　
つ
な
が
れ
未
来
へ
　
絆
の

火
」
が
誕
生
し
、
９
月
28
日
の
茨

城
国
体
総
合
開
会
式
ま
で
火
を
灯

し
続
け
ま
し
た
。

　
火
お
こ
し
に
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

写
真
で
振
り
返
る
五
霞
町
の
“
炬
火
”

H30.11.4「ふれあいの火」
五霞ふれあい祭りで火おこし

R1.5.6「原宿台の火」
行政区主催による火おこし（原宿台）

H30.12.14「もちつきの火」
もちつき会で火おこし（五霞幼稚園・保育園）

R1.6.9「ごかから灯せ  つながれ未来へ  絆の火」
五霞町の炬火誕生の瞬間

H31.1.13「元栗橋新田地区かがり火の火」
かがり火のやぐらからで火おこし（元栗橋）

H30.7.15「元栗橋の火」
八坂神社夏祭りで火おこし（元栗橋）

H30.9.6「東西小学校友情と団結の火」
キャンプファイヤーで火おこし（東・西小学校）

H30.9.15「児童館の火」
母親クラブ協力により火おこし（西児童館）

６月９日に開催された
炬火リレーの様子は、
町公式ホームページで

ご覧いただけます。
※通信費は個人負担となります。
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増水した利根川（大福田地先）

水防団による河川監視

増水した利根川（山王地先）

冠水により通行止めされた道路

増水した江戸川（山王地先）

利根川の堤防に設置された土のう

○
自
然
災
害
は
突
然
発
生
す
る
も
の

　
今
回
発
生
し
た
台
風
19
号
は
、
10
月
12
日

未
明
か
ら
13
日
に
か
け
、
関
東
地
方
や
東
北

地
方
を
中
心
に
、
東
日
本
各
地
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
群
馬
県
、
栃
木
県
の

激
し
い
豪
雨
に
よ
り
、
利
根
川
の
水
位
が
上

昇
し
、
洪
水
に
関
す
る
警
戒
レ
ベ
ル
が
４
に

達
し
た
こ
と
を
受
け
、
13
日
の
午
前
２
時
15

分
に
避
難
勧
告
を
発
令
し
、
町
内
の
中
央
公

民
館
を
含
む
11
施
設
に
避
難
所
を
開
設
し
、

約
１
，
３
０
０
名
の
方
が
避
難
し
ま
し
た
。

　
利
根
川
の
水
位
が
堤
防
を
越
水
す
る
こ
と

が
危
惧
さ
れ
た
た
め
、
利
根
川
の
堤
防
に
土

の
う
を
積
む
作
業
を
自
衛
隊
及
び
水
防
団
が

実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
て
い
る
九
十
九
里
町
か

ら
は
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
及
び
飲
料
水
を
提
供

い
た
だ
き
ま
し
た
。
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
台
風
19
号
に
よ
る
本
町
の
被
害
は
、
一
部

道
路
へ
の
冠
水
な
ど
に
よ
り
、
一
時
、
通
行

止
め
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
自
然
災
害
は
、
い
つ
・
ど
こ
で
発
生
す
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
い
ざ
避
難
と
い
う
時
に

な
っ
て
、
慌
て
て
荷
物
を
ま
と
め
よ
う
と
し

て
も
、
な
か
な
か
、
適
切
な
判
断
が
し
に
く

い
も
の
で
す
。

　
住
民
の
み
な
さ
ん
に
は
日
頃
か
ら
、
非
常

時
に
備
え
、
持
ち
出
し
品
の
用
意
や
避
難
所

の
確
認
、
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
な
ど

を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

～日頃の心構え～

もしものときの備えを
　いつ発生するかわからない地震や洪水などの自然災害。

　いざ、自然災害が発生すると、的確に行動することは困難

ですので、日頃から「備え」をしておくことが大切です。
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非常時の持ち出し品
　いざ避難という時になって、あわてて荷物をまとめようとしても、なかなか適切な判断はしに
くいものです。日頃から非常時に備え、持出品を用意しておきましょう。

防災行政無線を使用して全国一斉情報伝達訓練を実施します
　12月４日㈬午前11時頃に、防災行政無線を使用して、以下の内容の試験放送を行います。
○放送試験　「これは、Jアラートのテストです。」×３回
○注　　意　・五霞町以外の地域でも、全国的に様々な情報伝達手段で試験が実施されます。
　　　　　　・試験当日、災害発生や気象状況により、中止する場合があります。
○お問い合わせ　生活安全課　くらし安心Ｇ　☎（84）3618（直通）

11月24日㈰は五霞町防災の日です　
　五霞町では、毎年11月の最終日曜日を「五霞町防災の日」として位置づけ、各行政区自主防災
会による資機材点検、消火訓練、救急救命法の体験、避難訓練などを実施しています。日頃の防
災への備えを再確認しましょう。
　今年度は原宿台・土与部行政区を対象とした避難訓練を実施します。
○日　時　11月24日㈰　午前８時30分
○場　所　童夢公園
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そ の 他

国庫支 出金

繰 入 金

繰 越 金

町 税

地方交 付税

県 支 出 金

町 債

和
令

度
年
元

）
在
現
末
月
９
（表
公
の
況
状
政
財

は収入額

は支出額 は予算

（億円）

額

は予算額

消 防 費

公 債 費

衛 生 費

そ の 他

総 務 費

民 生 費

教 育 費

企　業　会　計

町 債 の 状 況 町有財産の状況

特　別　会　計
会　計    
    

区　分 会　計    
    

予算額     
     

執行額区分予算額

水道事業

収益事業
歳入

歳出

歳入
歳出
歳入
歳出
歳入
歳出
歳入
歳出
歳入
歳出

4億5,772万円
4億985万円
2,951万円
6,589万円

2億9,459万円
3億1,319万円
4,104万円

1億7,313万円
2,152万円
8,219万円

     

歳入

歳出
資本事業

執行額 執行率 執行率   
   43.9%
39.3%
16.2%
36.2%
35.4%
37.6%
8.4%
35.5%
10.4%
39.9%

  

10億4,281万円

1億8,220万円

8億3,233万円

4億8,801万円

2億616万円

     

     

     

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険事業

公共下水道事業

農業集落排水事業
土地 356,930㎡ 建物 39,383㎡

車両 47台 基金 23億8,486万円（特殊車両、
   バス等含）

一般会計            特別会計        企業会計        合　　計            

34億8,071万円

34億7,630万円

19億1,041万円

88億6,742万円

      

      

収入額　22億5,303万円       
予算額　49億　601万円       
           

支出額　14億762万円       
予算額　49億601万円       
           

執行率（45.9%）

執行率（28.7%）

（61.0%）

（62.4%）

（22.1%）

（11.3%）

（0.0%）

（100.0%）

（0.0%）

（40.4%）

（35.9%）

（27.5%）

（37.7%）

（16.5%）

（29.8%）

（26.3%）

（42.4%）

（17.0%）

50 10 15 23

13億7,476万円
22億5,446万円
2億2,023万円
3億5,268万円
7,601万円

3億4,405万円
2,337万円
2億644万円

0万円
4億3,809万円
3億6,134万円
3億6,134万円

0円
4億6,000万円
1億9,732万円
4億8,895万円

2億7,573万円
7億6,808万円
3億2,355万円
11億7,788万円
2億1,229万円
5億6,270万円
9,943万円
6億133万円

1億2,028万円
4億351万円
1億3,807万円
5億2,567万円
1億5,157万円
3億5,746万円
8,670万円
5億938万円

歳 入

歳 出

4億6,320万円

4億6,320万円

2億4,726万円

3億7,584万円

     

     

1億8,235万円

1億2,644万円

7,500万円

1億1,914万円

     

     

39.4%

27.3%

30.3%

31.7%

   

   

土 木 費

～～

　
町
で
は
、
み
な
さ
ん
に
納

め
て
い
た
だ
い
た
税
金
な
ど

が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
町

の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営

さ
れ
て
い
る
か
を
お
知
ら
せ

す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
の

規
定
に
基
づ
き
年
2
回
財
政

状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
9
月
末
現
在
の

予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。一

　
般
　
会
　
計

　
令
和
元
年
度
一
般
会
計
の

歳
入
歳
出
予
算
額
は
、
当
初

48
億
７
，０
０
０
万
円
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
補
正
予
算
に
よ

り
３
，６
０
１
万
円
を
増
額

し
、
49
億
６
０
１
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
予
算
額
に
対
し
て
、

歳
入
で
は
22
億
５
，３
０
３
万

円
（
予
算
額
の
45
・
9
％
）

が
収
入
済
で
、
歳
出
で
は

14
億
７
６
２
万
円
（
同
28
・

７
％
）
が
支
出
済
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
特
別
会
計
等
に
つ
い
て
は
、

表
の
と
お
り
で
す
。

○お問い合わせ
　政策財務課　財務Ｇ　☎（84）1111（内線221）
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中学校に設置された銘板

　
11
月
９
日
㈯
か
ら
15
日
㈮
ま
で
は

「
令
和
元
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運

動
」
の
実
施
期
間
で
す
。

　
今
年
は『
ひ
と
つ
ず
つ
　
い
い
ね
！

で
確
認
　
火
の
用
心
』
を
統
一
標
語

に
、
全
国
一
斉
に
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
時
季
は
空
気
も
乾
燥
し
、
火

災
が
起
き
や
す
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
火
災
は
自
分
だ
け
で
な

く
他
の
人
の
幸
せ
を
奪
っ
て
し
ま
う

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
火
災
を
未
然
に

防
ぐ
に
は
、
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
防
火
意
識
を
持
つ
こ
と
が
非
常
に

大
切
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
も

う
一
度
火
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

家
庭
で
確
認
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

《
住
宅
防
火　
命
を
守
る　
７
つ
の
ポ

イ
ン
ト
》

ー 

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策 

ー

・
寝
た
ば
こ
を
し
な
い

・
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
を
近
づ
け
な
い

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

◆
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

◆
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
災
製

品
を
使
用
す
る

◆
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す

る
◆
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
る

《
消
防
団
か
ら
お
願
い
》

・
秋
の
火
災
予
防
期
間
中
、
五
霞
町

消
防
団
が
夜
８
時
か
ら
１
～
２
時

間
程
度
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
団
の
管

轄
す
る
行
政
区
を
警
鐘
を
鳴
ら
し

な
が
ら
巡
回
し
ま
す
の
で
、
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
火
災
発
生
時
に
は
危
険
防
止
並
び

に
迅
速
な
活
動
を
実
施
す
る
た

め
、
現
場
周
辺
へ
の
立
ち
入
り
及

び
消
防
水
利
周
辺
へ
の
駐
車
な
ど

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
く
ら
し
安
心
Ｇ

　
☎

（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

坂
間
工
業
所
株
式
会
社
か
ら

寄
附
が
あ
り
ま
し
た
　
　

　
６
月
５
日
、
坂
間
工
業
所
株
式
会

社
（
代
表
取
締
役
　
松
本
幸
次
郎

氏
）
か
ら
、
五
霞
町
立
五
霞
中
学
校

銘
板
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

　
御
厚
志
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

　
平
成
26
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
五
霞
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
10
月
頃
の
区
画
整
理
事
業
完
了
に
向
け
て

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
企
業
誘
致
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
６
区
画
中
４
区
画
に
優
良
企
業
の
進

出
が
決
定
し
て
い
ま
す
。 【
図
面
参
照
】

　
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
の
約
8.4

 

ha
に
つ
い
て
は
、
当
初
か
ら
、
町
で
は
、
大
型
商
業
施

設
を
視
野
に
入
れ
た
商
業
事
業
者
の
誘
致
を
業
務
代
行
者
と
と
も
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
で
は
消
費
者
の
商
品
の
求
め
方
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
普

及
に
よ
り
、
店
舗
で
直
接
物
を
購
入
で
は
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
通

信
販
売
へ
と
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
少
子
化
の
影
響

に
よ
る
定
住
人
口
の
減
少

等
に
よ
り
各
地
で
商
業
施

設
の
撤
退
が
相
次
い
で
い

る
状
況
で
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
は
今
後

も
続
く
と
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
町
と
し
て
は
、
製

造
や
物
流
も
含
め
た
優
良

企
業
の
誘
致
に
方
向
転
換

を
し
、
地
元
雇
用
の
確
保

と
安
定
し
た
税
収
の
確
保

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
都
市
建
設
課

　
市
街
地
整
備
推
進
室

　
☎

（84）
３
３
４
７
（
直
通
）

五
霞
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

進
捗
状
況
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　     （
都
市
建
設
課
）

社員の小澤緩奈さんから
寄附をいただきました。
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第
24
回
五
霞
町
高
齢
者
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
９
月
15
日
に
中
央
公
民
館
に
て
、
高

齢
者
の
敬
愛
と
長
寿
を
お
祝
い
す
る
高

齢
者
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
、
以
下
の

方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

○
男
性
最
高
長
寿
者

　
栃
木
　
勝
治
さ
ん
（
１
０
２
歳
）

人
権
擁
護
委
員
に
藤
沼
光
市
氏

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

ま
ち
・
体
育
協
会
関
係
大
会

結
果

　
五
霞
町
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
人
権

擁
護
委
員
の
う
ち
、
細
井
清
氏
が
９
月

30
日
付
け
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
10
月
１
日
付
け
で
藤

沼
光
市
氏
が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
令
和
４
年
９
月
30
日

ま
で
で
す
。

 

■
第
７
回
体
協
会
長
杯
争
奪

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

○
期
日
　
９
月
17
日

○
場
所
　
ご
か
み
ず
べ
公
園

○
女
性
最
高
長
寿
者

　
内
田
　
ふ
さ
さ
ん
（
１
０
４
歳
）

○
１
０
０
歳
到
達
者

　
鎌
田
　
百
合
子
さ
ん

　
中
島
　
よ
し
さ
ん

　
中
村
　
ひ
で
さ
ん

○
傘
寿
（
80
歳
）
到
達
者
　
93
名

○
金
婚
対
象
者
　
　
　
　
　
10
組

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
遺
族
会
戦
没
者
追
悼
式
を

行
い
ま
し
た

　
10
月
6
日
、
役
場
忠
魂
碑
前
に
お
い

て
、
先
の
大
戦
で
の
戦
没
者
の
霊
を
慰

め
、
平
和
を
祈
念
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
追
悼
式
が
厳
粛
に
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

　
式
典
で
は
、
全
員
で
の
黙
祷
後
、
染

谷
町
長
の
式
辞
、
猿
橋
遺
族
会
会
長
・

鈴
木
町
議
会
議
長
か
ら
追
悼
の
こ
と
ば

を
い
た
だ
き
、
戦
没
者
の
御
霊
の
安
ら

か
な
御
冥
福
を
お
祈
り
し
、
参
列
者
の

皆
様
は
献
花
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
終
戦
か
ら
74
年
も
の
歳
月
が

経
ち
、
戦
争
の
惨
禍
の
記
憶
が
風
化
し

つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
戦
争
の
悲
惨
さ

や
平
和
の
尊
さ
を
広
く
後
世
に
伝
え
る

た
め
、
五
霞
中
学
校
生
徒
会
代
表
も
参

加
し
ま
し
た
。

栃木　勝治さん代表謝辞　森田　元一朗さん

○結果（敬称略）
　優　勝　須釜　君江
　準優勝　菅原　敏子
　第３位　菅家　マサ子
　敢闘賞　須釜　すみ子
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が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
！

五
霞
中
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
充
実

　
五
霞
中
学
校
で
は
、「
心

を
磨
き
、
自
己
肯
定
感

を
高
め
る
」
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
て
様
々
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

①
常
時
活
動

　
校
門
で
の
あ
い
さ
つ
運
動
、
学
校

周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
、
花
壇
の
草
取
り

な
ど
、
学
級
や
委
員
会
、
有
志
生
徒

に
よ
る
活
動
が
、
朝
早
く
か
ら
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
生
徒
か
ら

は
、「
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
学
校

や
地
域
・
家
族
に
感
謝
の
気
持
ち
を

も
ち
、
自
分
た
ち
の
で
き
る
こ
と
に

進
ん
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

②
行
事
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

　
委
員
会
や
有
志
の
生
徒
を
中
心
に
、

地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
柴
又
１
０
０
Ｋ
マ
ラ
ソ
ン
休
憩
所

の
お
手
伝
い
、
西
児
童
館
で
の
流
し

そ
う
め
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
小
中
連

11  

月
の
行
事
予
定

11  

月
の
行
事
予
定

携
に
よ
る
「
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
」。

　
そ
し
て
今
年
は
、
い
き
い
き
茨
城

ゆ
め
国
体
“
五
霞
町
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

大
会
”
に
全
校
生
徒
で
参
加
し
、
一

年
生
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
出
場
。
二・

三
年
生
は
、
大
会
の
様
々
な
場
面
に

お
手
伝
い
で
参
加
し
て
活
躍
し
ま
し

た
。
生
徒
か
ら
は
、「
あ
い
さ
つ
し
た

ら
、
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
返
し
て
も

ら
い
、
気
持
ち
が
良
か
っ
た
。」「
自

分
た
ち
が
茨
城
国
体
の
役
に
立
て
て

う
れ
し
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
積
極

的
に
参
加
し
た
い
で
す
。」
と
い
う
声

が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

③
活
動
へ
の
賞
賛
と
情
報
発
信

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、

生
徒
た
ち
の
心
は
確
実
に
磨
か
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
集
会
等

で
賞
賛
し
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

学
校
だ
よ
り
で
紹
介
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
自
分
た

ち
の
活
動
は
価
値
あ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
感
得
さ
せ
、
自
己
肯
定
感
を

高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
五
霞
中
の
生
徒
た
ち
が
地
域
で
活

躍
す
る
姿
を
見
か
け
た
ら
、
一
声
か

け
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

思いやりの心で
明るい社会を

　
９
月
５
日
、
西
児
童
館
で
は
「
箸

技
選
手
権
」（
豆
つ
か
み
）
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
紙
皿
を
２
枚
並
べ
、
片
方
の
紙
皿

に
豆
を
入
れ
、
よ
ー
い
ス
タ
ー
ト
の

合
図
に
あ
わ
せ
丸
箸
で
豆
を
つ
か
み
、

空
い
て
い
る
も
う
片
方
の
皿
に
豆
を

移
し
、
１
分
間
に
何
粒
移
せ
る
か
競

い
ま
し
た
。

　
最
初
は
、「
え
ー
こ
ん
な
の
簡
単
だ

よ
。」
と
か
「
つ
ま
ら
な
そ
う
。」
と

言
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
練
習
し
、

本
番
が
始
ま
る
と
、
思
い
ど
お
り
に

つ
か
め
な
い
の
が
悔
し
か
っ
た
の
か
、

も
う
一
回
と
い
っ
て
何
回
も
挑
戦
し

て
い
ま
し
た

　
優
勝
し
た
子
は
、
30
粒
も
つ
か
め

ま
し
た
。

★
12
月
8
日
㈰
［
西
児
童
館
］

　
子
育
て
応
援
フ
ェ
ス
タ
開
催
予
定

　
９
月
13
日
、
南
児
童
館
で
は
「
お

月
見
会
」
を
開
催
し
、
参
加
し
て
く

れ
た
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み

ま
し
た
。

　
お
月
見
に「
ス
ス
キ
」や「
お
団
子
」

を
な
ぜ
飾
る
の
か
な
ど
の
ク
イ
ズ
で
、

お
月
見
の
由
来
や
伝
統
を
少
し
で
も

理
解
し
て
く
れ
た
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
は
、
準
備
し
て
い
た
お
団
子

を
焼
い
て
み
ん
な
で
食
べ
ま
し
た
が
、

香
ば
し
い
香
り
が
食
欲
を
誘
っ
た
の

か
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
お
か
わ
り

し
て
い
ま
し
た
。

　
夕
飯
を
ち
ゃ
ん
と
食
べ
ら
れ
た
か
、

心
配
な
日
と
な
り
ま
し
た
。

西児童館　　　　☎（84）2321
・ちびっこ広場 １日㈮
・だるまさんがころんだ ７日㈭
・ドッジボール大会 14日㈭
・ちびっこ広場 15日㈮
・脳トレ 18日㈪
・ぴよぴよ広場・避難訓練
 26日㈫

南児童館　　　　☎（84）3456
・プラバン工作 １日㈮
・にこにこ広場 8日㈮
・新聞紙ホッケー 11日㈪
・ドッジボール＆避難訓練
 18日㈪
・にこにこ広場 22日㈮
・みんなでクッキング 26日㈫

 「お月見会」を開催　～南児童館～ 箸技選手権　～西児童館～
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ごかの
　お知らせ

（No.530）

役場の代表電話は☎（84）1111です

お
し
ら
せ

（
健
康
福
祉
課
）

　
本
年
４
月
か
ら
、
風
し
ん
の
定
期

接
種
を
受
け
る
機
会
が
な
く
、
抗
体

保
有
率
の
低
い
男
性
に
対
し
、
原

則
、
無
料
で
風
し
ん
抗
体
検
査
・
定

期
接
種
を
行
う
「
風
し
ん
の
追
加
的

対
策
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
、
６
月
に
ク
ー
ポ
ン

券
を
発
送
し
ま
し
た
。
手
元
に
ク
ー

ポ
ン
券
が
届
い
て
い
る
方
は
、
今
年

度
中
に
抗
体
検
査
を
受
け
、
予
防
接

種
が
必
要
な
場
合
は
、
早
め
に
接
種

を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
来
年
度
ク
ー
ポ
ン
送
付
対

象
者
で
、
今
年
度
中
に
抗
体
検
査
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
健
康
福
祉
課

ま
で
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
後
日
、

ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
　
健
康
支
援
室

　
☎

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

（
健
康
福
祉
課
）

　
児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
心
や
か

ら
だ
に
大
き
な
傷
を
与
え
、
時
に
は

命
に
も
関
わ
る
大
き
な
影
響
を
与
え

る
深
刻
な
問
題
で
す
。

　
地
域
に
住
む
み
な
さ
ん
の
気
づ
き

が
、
虐
待
か
ら
子
ど
も
を
守
り
、
子

ど
も
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
た
め

の
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。

○
児
童
虐
待
と
は

　
「
そ
ん
な
つ
も
り
は
な
か
っ
た
…
」

と
思
っ
て
も
、
子
ど
も
に
有
害
で

あ
れ
ば
「
虐
待
」
で
す
。

　
児
童
虐
待
は
、
主
に
次
の
4
種
類

に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
身
体
的
虐
待　

　
な
ぐ
る
、
け
る
、
首
を
し
め
る
、

や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、
溺
れ
さ
せ

る
な
ど
。

・
性
的
虐
待
　
　

　
性
的
な
い
た
ず
ら
、
性
的
行
為
の

強
要
な
ど
。

・
ネ
グ
レ
ク
ト

　
家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え

な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
ケ

ガ
病
気
で
も
病
院
に
連
れ
て
行

か
な
い
。
自
動
車
の
中
に
放
置
す

る
、
同
居
人
に
よ
る
虐
待
を
放
置

す
る
な
ど
。

・
心
理
的
虐
待
　

　
言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
き
ょ

う
だ
い
間
の
差
別
的
扱
い
、
子
ど

も
の
前
で
の
Ｄ
Ｖ
な
ど
。

○
虐
待
が
疑
わ
れ
る
子
ど
も
の
様
子

　
子
ど
も
の
様
子
か
ら
、
次
の
項
目

に
い
く
つ
か
に
当
て
は
ま
る
場
合

は
、
児
童
虐
待
の
可
能
性
を
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
親
が
迎
え
に
来
て
も
、
帰
り
た
く

な
さ
そ
う

・
親
に
異
常
に
ベ
タ
ベ
タ
し
た
り
、

逆
に
無
関
心
だ
っ
た
り

・
職
員
に
ベ
ッ
タ
リ
だ
っ
た
り
、
逆

に
警
戒
心
が
強
す
ぎ
た
り

・
び
く
び
く
し
た
態
度
・
反
応

・
友
達
に
対
し
、
す
ぐ
に
手
が
出
る

・
季
節
に
そ
ぐ
わ
な
い
、
い
つ
も
汚

れ
た
衣
服
を
着
て
い
る

・
身
長
や
体
重
の
伸
び
が
悪
い
、
虫

歯
が
多
い

●
虐
待
か
と
思
っ
た
ら

　
☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

　
お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が

り
ま
す
。

※
連
絡
者
や
、
連
絡
内
容
に
関
す
る

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
　

○
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
　
社
会
福
祉
Ｇ

　
☎

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

（
教
育
委
員
会
）

　
小
学
校
生
活
を
安
心
し
て
迎
え
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
五
霞
町
で

は
、
来
年
度
小
学
校
に
入
学
す
る
お

子
さ
ん
の
い
る
全
て
の
ご
家
庭
を
対

象
に
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
情
報

提
供
や
相
談
対
応
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

○
訪
問
者

　
家
庭
教
育
支
援
員
（
地
域
の
子
育

て
経
験
者
で
、
家
庭
教
育
等
に
関

心
が
高
い
方
々
）

○
実
施
期
間

　
令
和
元
年
11
月
～

　
令
和
２
年
２
月
頃

○
内
容

・
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ス
ブ
ッ
ク
「
ク

ロ
ー
バ
ー
」
に
つ
い
て
の
質
問
や

確
認

・
家
庭
教
育
や
子
育
て
イ
ベ
ン
ト
に

関
す
る
情
報
提
供

・
お
子
さ
ん
と
楽
し
く
読
み
聞
か
せ

が
で
き
る
絵
本
や
情
報
誌
の
提
供

・
入
学
に
あ
た
っ
て
楽
し
み
に
し
て

い
る
こ
と
や
心
配
に
し
て
い
る
こ

と
　
な
ど

○
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
Ｇ

　
☎

（84）
１
４
６
０
（
直
通
）

訪
問
型（
届
け
る
）家
庭
教

育
支
援
が
始
ま
り
ま
す

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推

進
月
間
で
す

風
し
ん
の
抗
体
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
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令
和
２
年
度
町
内
認
定
こ
ど

も
園（
保
育
部
分
）の
入
園
申

込
の
受
付
の
お
知
ら
せ

○
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
　
社
会
福
祉
Ｇ

　
☎

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

育
施
設
利
用
申
込
書

◆
勤
務（
内
定
）証
明
書
又
は
自
営
業

等
就
労
申
立
書
（
自
営
業
・
農
業

も
し
く
は
親
族
等
が
営
ん
で
い
る

事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
方
は
、

民
生
委
員
の
証
明
が
必
要
で
す
。）

※
両
親
の
分
及
び
同
一
住
所
の
祖
父

母
（
65
歳
未
満
の
方
）
の
分
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

◆
家
庭
状
況
調
査
票

◆
入
所
児
童
調
査
票

◆
健
診
等
確
認
票

◆
入
所
申
込
に
つ
い
て
の
確
認
事
項

◆
同
意
事
項
及
び
誓
約
事
項

◆
そ
の
他
事
由
に
よ
っ
て
必
要
と
な

る
書
類

○
お
申
し
込
み
期
限
　
11
月
29
日
㈮

○
書
類
配
布
・
受
付
場
所

　
健
康
福
祉
課
⑥
番
窓
口

 

（
11
月
16
㈯
午
前
９
時
～
午
後
５
時

に
て
休
日
受
付
を
行
い
ま
す
。
）

※
町
外
の
保
育
施
設
へ
の
入
園
を
希

望
さ
れ
る
場
合
、
保
育
施
設
の
所

在
地
に
よ
っ
て
申
込
期
日
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
健
康
福
祉

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
入
所
決
定
は
、
先
着
順
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
お
申
し
込
み
を
さ
れ
て
も
、
次
の

場
合
は
入
園
が
認
め
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

◆
定
員
等
を
超
え
た
場
合

◆
未
提
出
書
類
が
あ
る
場
合

◆
保
育
施
設
へ
入
園
す
る
基
準
に
該

当
し
な
い
場
合

（
健
康
福
祉
課
）

　
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
町
内
の

保
育
施
設
へ
新
規
入
園
、
ま
た
は
、

継
続
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
11
月

29
日
㈮
ま
で
に
健
康
福
祉
課
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
保
育
施
設
へ
入
園
で
き
る
児
童
に

つ
い
て
は
、
保
護
者
の
い
ず
れ
も
が

次
の
①
～
⑦
の
基
準
に
該
当
す
る
こ

と
に
よ
り
、
当
該
児
童
を
保
育
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
か
つ
同

一
住
所
の
親
族
等
が
当
該
児
童
を
保

育
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で

す
。

○
基
準

①
昼
間
に
居
宅
外
で
月
64
時
間
以
上

の
労
働
を
し
て
い
る

②
昼
間
に
居
宅
内
で
児
童
と
離
れ
て

月
64
時
間
以
上
の
労
働
を
し
て
い

る
③
母
親
が
妊
娠
中
又
は
産
後
間
も
な

い
④
け
が
や
病
気
又
は
心
身
に
障
害
が

あ
る

⑤
長
期
に
わ
た
り
、
病
気
や
心
身
に

障
害
の
あ
る
同
居
の
親
族
を
常
時

介
護
し
て
い
る

⑥
求
職
活
動
を
し
て
い
る

⑦
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
の

災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る

○
提
出
書
類

◆
支
給
認
定
（
現
況
）
申
請
書
兼
保

（
健
康
福
祉
課
）

　
10
月
1
日
か
ら
の
消
費
税
率
の
引

上
げ
に
伴
う
影
響
緩
和
の
対
策
と
し

て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

○
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
販
売
に

　
つ
い
て

　
10
月
1
日
か
ら
町
内
２
か
所
の
郵

便
局
（
五
霞
郵
便
局
・
五
霞
原
宿

台
郵
便
局
）
に
お
い
て
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
の
販
売
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

・
販
売
時
間
等
は
、
購
入
引
換
券
に

同
封
す
る
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
購
入
す

る
際
は
、
購
入
引
換
券
と
身
元
を

証
明
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証

や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
商
品
券
購
入
可
能
期
限
は
、
令
和

２
年
２
月
28
日
㈮
ま
で
で
す
。

○
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
使
用
に

つ
い
て

　
10
月
1
日
か
ら
町
内
の
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
使
用
店
舗
で
の
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
使
用
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
使
用
店
舗

は
、
購
入
引
換
券
に
同
封
す
る
お

知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
商
品
券
使
用
期
限
は
、
令
和
２
年

３
月
31
日
㈫
ま
で
で
す
。

○
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
に
つ
い
て

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
の
対

象
者
及
び
購
入
引
換
券
等
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
令
和
元
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税

で
あ
る
者

※
住
民
税
課
税
者
と
生
計
同
一
の
配

偶
者
・
扶
養
親
族
、
生
活
保
護
受

給
者
等
を
除
き
ま
す
。

・
購
入
希
望
申
請
が
必
要
で
す
。

・
対
象
と
な
る
と
思
わ
れ
る
方
に

は
、
申
請
書
等
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
同
封
し
た
留
意
事
項
等
を
確

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

お
知
ら
せ

保育園名 認定こども園
五霞幼稚園・保育園

川妻認定こども園
おひさま

所 在 地 元栗橋1589 川妻494-5

電話番号 ☎（84）2355 ☎（84）1254

定　　員 120名 80名

受入年齢 生後６ヶ月～小学校就学前 生後３ヶ月（首がすわってから）
～小学校就学前

開園時間 午前７時30分～午後７時 午前７時～午後７時　

認
し
て
い
た
だ
き
、
申
請
期
限
で

あ
る
11
月
29
日
㈮
ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

・
申
請
を
受
理
し
た
後
、
所
得
等
の

確
認
を
し
て
、
商
品
券
の
購
入
に

該
当
と
な
る
方
に
は
、
順
次
購
入

引
換
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

②
平
成
28
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
元

年
９
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子

の
い
る
世
帯
の
世
帯
主

・
該
当
す
る
世
帯
主
の
方
の
申
請
は
、

　
不
要
で
す
。

・
順
次
、
購
入
引
換
券
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
　
社
会
福
祉
Ｇ

　
☎

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）
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⑩
反
復
唾
液
嚥
下
テ
ス
ト

⑪
事
後
指
導
（
セ
ル
フ
ケ
ア
の
歯
ブ

ラ
シ
指
導
）
等

※
健
康
診
査
受
診
料
は
無
料
で
す
が
、

治
療
を
行
う
場
合
、
別
途
料
金
が

か
か
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

事
業
課
　
保
健
資
格
班

　
☎
０
２
９
（
３
０
９
）
１
２
１
２

（
都
市
建
設
課
）

　
町
道
の
改
良
工
事
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
通
行

止
め
等
で
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

・
町
道
５
号
線
道
路
改
良
工
事

○
工
事
期
間
　
３
月
上
旬
ま
で

○
工
事
箇
所
　
幸
主
地
内

○
施
工
業
者
　
小
沢
道
路
㈱

○
お
問
い
合
わ
せ

　
都
市
建
設
課
　
建
設
・
地
籍
Ｇ

　
☎

（84）
３
３
４
７
（
直
通
）

（
町
民
税
務
課
）

　
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
及
び
介
護
保
険
料
は
、

所
得
税
や
住
民
税
の
申
告
、
ま
た

は
、
年
末
調
整
等
で
社
会
保
険
料
控

除
と
し
て
所
得
か
ら
差
し
引
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
普
通
徴
収
（
納
付
書
、
ま
た
は
、

口
座
振
替
）
で
納
付
し
た
方
は
、
令

和
元
年
中
の
納
付
額
を
記
載
し
た

「
納
付
額
証
明
書
」
を
各
担
当
課
に

て
交
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
）

分
は
、
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

年
金
支
払
機
関
（
日
本
年
金
機
構
な

ど
）
か
ら
送
付
さ
れ
る
源
泉
徴
収
票

等
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
納
付
額
に
つ
い
て
、
電
話
に
よ
る

お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

※
納
税
義
務
者
（
被
保
険
者
）
本

人
、
同
一
世
帯
の
方
が
来
庁
す
る

場
合
以
外
は
、
委
任
状
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

○
交
付
場
所

・
国
民
健
康
保
険
税
納
付
証
明
書

　
町
民
税
務
課
　
③
窓
口

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
付
証

明
書

　
町
民
税
務
課
　
③
窓
口

・
介
護
保
険
料
納
付
証
明
書

　
健
康
福
祉
課
　
⑥
窓
口

○
交
付
開
始
日
　
11
月
６
日
㈬
～

 

（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

○
お
問
い
合
わ
せ

・
町
民
税
務
課
　
税
務
Ｇ

　
☎

（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

・
健
康
福
祉
課
　
高
齢
者
支
援
Ｇ

　
☎

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

（
町
民
税
務
課
）

　
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
、

事
業
主
（
給
与
支
払
者
）
が
所
得
税

の
源
泉
徴
収
と
同
じ
よ
う
に
、
従
業

員
（
納
税
義
務
者
）
に
代
わ
り
、
毎

月
従
業
員
に
支
払
う
給
与
か
ら
個

人
住
民
税
を
差
し
引
き
（
給
与
天
引

き
）、納
入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　
地
方
税
法
等
の
規
定
に
よ
り
、
所

得
税
を
源
泉
徴
収
す
る
義
務
の
あ
る

事
業
主
に
実
施
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
事
業
主
の
み
な
さ
ん
に
は
、
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
税
務
課
　
税
務
Ｇ

　
☎

（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

（
町
民
税
務
課
）

　
高
齢
者
の
口
腔
機
能
の
低
下
や
肺

炎
等
の
疾
病
を
予
防
す
る
た
め
、
無

料
の
歯
科
健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
対
象
者
　

　
広
域
連
合
の
被
保
険
者
で
、
左
記

の
生
年
月
日
の
方

①
昭
和
18
年
４
月
１
日
～

　
昭
和
19
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
方

②
昭
和
13
年
４
月
１
日
～

　
昭
和
14
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
方

③
昭
和
８
年
４
月
１
日
～

　
昭
和
９
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
方

※
対
象
と
な
る
方
に
は
、８
月
に
案
内

等
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

○
受
診
回
数
　
１
年
度
に
つ
き
１
回

○
実
施
期
限
　
12
月
31
日
㈫

※
歯
科
医
療
機
関
の
休
診
日
は
、
除

き
ま
す
。

○
受
診
場
所

　
同
封
す
る
「
実
施
医
療
機
関
一
覧
」

に
記
載
の
あ
る
歯
科
医
療
機
関

○
健
康
診
査
内
容

①
問
診

②
歯
の
状
態

③
咬
合
状
態

④
口
腔
衛
生
の
状
態

⑤
口
腔
乾
燥
の
状
態

⑥
歯
周
組
織
・
粘
膜
の
状
況

⑦
口
腔
機
能
評
価

⑧
呼
吸
の
異
常

⑨
指
輪
っ
か
テ
ス
ト

（
生
活
安
全
課
）

　
悪
質
な
業
者
か
ら
金
銭
や
甘
い
言

葉
（
う
ま
い
話
）
で
土
地
利
用
を
求

め
ら
れ
、
安
易
に
同
意
し
て
し
ま
っ

た
結
果
、
大
切
な
土
地
に
廃
棄
物
を

不
法
投
棄
さ
れ
る
こ
と
や
質
の
良
く

な
い
残
土
な
ど
を
埋
め
立
て
ら
れ
る

事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

「
う
ま
い
話
が
あ
っ
て
も
、安
易
に

土
地
を
貸
さ
な
い
。」
と
い
う
意
思

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
い
つ
の
間
に
か
遊
休
地
に

不
法
投
棄
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
例

も
あ
り
ま
す
。
道
路
か
ら
奥
ま
っ
た

人
目
に
つ
き
に
く
い
土
地
や
手
入
れ

が
行
き
届
か
な
い
土
地
な
ど
が
狙
わ

れ
て
い
ま
す
。
定
期
的
な
見
回
り
、
進

入
防
止
柵
や
不
法
投
棄
禁
止
な
ど
の

警
告
掲
示
板
の
設
置
が
有
効
で
す
。

※
不
法
投
棄・野
焼
き
を
見
つ
け
た
ら

不
法
投
棄
１
１
０
番
へ

　
　
０
１
２
０
（
５
３
６
）
３
８
０

○
受
付
時
間
は
、
平
日
の
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
。
受
付

時
間
外
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
ま

で
。

○
お
問
い
合
わ
せ

・
生
活
安
全
課
　
生
活
環
境
Ｇ

　
☎

（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

・
茨
城
県
廃
棄
物
対
策
課
　

　
☎
０
２
９
（
３
０
１
）
３
０
３
３

国
民
健
康
保
険
税
、後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
及
び
介
護

保
険
料
の
納
付
済
証
明
書（
普

通
徴
収
分
）を
交
付
し
ま
す

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

（
給
与
天
引
き
）に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
歯
科
健
康
診

査
を
実
施
し
て
い
ま
す

道
路
工
事
実
施
の
お
知
ら
せ

注
意
！
あ
な
た
の
土
地
が

狙
わ
れ
て
い
ま
す

五霞インター
チェンジ

圏
央
道

五
霞
落
川

新
４
号
線

江川
工業団地

五霞インター
チェンジ

圏
央
道

五
霞
落
川

新
４
号
線

江川
工業団地

工事箇所

舟渡橋

×

N

工事箇所工事箇所

N工事箇所工事箇所

町道７号 1980

町道８号２

町道８号標識 町道８号１

N

工事箇所工事箇所

●
童夢公園

権
現
堂
川国道４号線

NNN

×

五霞土地改良区
冬木下機場

五霞町消防団
第四分団詰所

工事箇所工事箇所

●

NN

冬木落川

五霞土地改良区
冬木下機場

浄徳院

五霞町消防団
第四分団詰所

工事箇所工事箇所

●

●

●

大崎
工業団地

大崎
工業団地

小手指配水場
●

N

●●
第４分団
詰所

浄
徳
院
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（
生
活
安
全
課
）

　
令
和
２
年
度
版
五
霞
町
ご
み
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
の
有
料
広
告
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
広
告
掲
載
内
容

　
公
共
性
を
損
な
う
お
そ
れ
の
な
い

企
業
及
び
個
人
で
、
町
内
外
は
問

い
ま
せ
ん
。

○
広
告
掲
載
箇
所
・
大
き
さ

  

「
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
各

月
の
下
段
に
掲
載
し
ま
す
。

　
１
枠
（
2.7
㎝
×
10
㎝
）

※
最
大
７
枠
ま
で
。

○
広
告
掲
載
料

　
１
０
，
０
０
０
円

○
広
告
掲
載
原
稿

　
原
稿
は
、
掲
載
希
望
者
が
作
成
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
電
子

デ
ー
タ
に
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
方
法

　
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た

は
、
生
活
安
全
課
に
あ
る
申
込
書

及
び
記
事
の
電
子
デ
ー
タ
を
ご
持

参
の
上
、
生
活
安
全
課
ま
で
ご
来

庁
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
受
付
期
間

　
11
月
１
日
㈮
～
15
日
㈮

　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

  
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
。
）

の
方
で
、
過
去
に
肝
炎
検
査
を
し

て
い
な
い
方
　
　 

　
　
５
０
０
円

　
70
歳
以
上
で
過
去
に
検
査
を
し
て

い
な
い
方
　
　 

　
　
　
３
０
０
円

○
お
申
し
込
み
期
限
　 

11
月
29
日
㈮

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
　
健
康
支
援
室

　
☎

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

（
健
康
福
祉
課
）

　
6
月
、
8
月
に
実
施
し
た
が
ん
検

診
を
受
診
で
き
な
か
っ
た
方
、
ま

だ
、
大
腸
が
ん
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対

象
者
で
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方
で

検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
健
康
福

祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
12
月
7
日
㈯

　
午
前
８
時
～
午
前
11
時

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
の
方
は
、午
前

11
時
30
分
ま
で
受
付
で
き
ま
す
。

○
検
診
会
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
料
金 

・
成
人
健
診
（
国
保
加
入
者
）

　
20
歳
以
上
39
歳
　 

２
，
０
０
０
円

・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

（
結
核
・
肺
が
ん
検
診
）

　
40
歳
以
上
　
　
　
　
　
　
　 

無
料

・
胃
が
ん

　
40
歳
以
上
69
歳
　 

１
，
０
０
０
円

　
70
歳
以
上
　
　
　
　 

　
５
０
０
円

・
大
腸
が
ん

　
40
歳
以
上
69
歳
　
　
　 

５
０
０
円

　
70
歳
以
上
　
　
　
　
　 

３
０
０
円

・
喀
痰
検
査
（
問
診
該
当
者
）

　
40
歳
以
上
69
歳
　
　
　 

５
０
０
円

　
70
歳
以
上
　
　
　
　
　 

３
０
０
円

・
前
立
腺
が
ん
（
男
性
の
み
）

　
40
歳
以
上
69
歳
　
　
　 

５
０
０
円

　
70
歳
以
上
　
　
　
　
　 

３
０
０
円

・
肝
炎
検
査

　
40
歳
の
方
、
41
歳
以
上
69
歳
ま
で

○
そ
の
他

・
申
込
み
の
受
付
後
、
掲
載
内
容
を

審
査
し
、
掲
載
の
可
否
を
申
請
者

へ
通
知
し
ま
す
。

※
広
告
募
集
枠
数
を
上
回
っ
た
場
合

は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ 

　
生
活
安
全
課
　
生
活
環
境
Ｇ

　
☎

（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

（
健
康
福
祉
課
）

　
五
霞
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

で
は
、
会
員
の
親
睦
と
福
祉
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
様
々
な
活
動

を
通
し
て
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
会
員
に
な
っ
て
、
み
な
さ
ん

で
交
流
で
き
る
機
会
を
増
や
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

○
活
動
内
容

・
視
察
研
修
を
通
し
て
障
害
者
と
健

常
者
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

・
イ
ベ
ン
ト
等
に
出
店
・
参
加
し
、

会
員
相
互
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

○
対
象
者

　
身
体
障
害
者
手
帳
及
び
戦
傷
病
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方

○
会
費
　
年
間
１
，
０
０
０
円

○
お
問
い
合
わ
せ 

　
健
康
福
祉
課
　
社
会
福
祉
Ｇ

　
☎

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

有
料
広
告

が
ん
検
診
の
追
加
受
付
の

お
知
ら
せ

相

談

募

集

　（
総
務
課
）

　
隣
保
事
業
（
生
活
相
談
員
）
に
よ

る
生
活
相
談
（
人
権
、
福
祉
、
教
育
、

就
業
等
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
個

人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所

・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
堀
之
内
集
会
所

※
各
相
談
所
の
相
談
日
時
等
に
つ
い

て
は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ 

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
☎

（84）
３
５
９
５
（
直
通
）（

産
業
課
）

　
相
談
員
が
町
民
の
み
な
さ
ん
の
消

費
生
活
に
関
す
る
問
題
や
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
解
決
に
向
け

た
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
専
門
の
相

談
員
へ
の
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

○
日
時
　
11
月
13
日
㈬

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

  

（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

○
場
所
　
ひ
ば
り
の
里
　

○
お
問
い
合
わ
せ 

　
産
業
課
　
地
域
振
興
Ｇ

　
☎

（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

消
費
生
活
相
談

生
活
相
談

（
健
康
福
祉
課
）

　
町
で
は
障
害
者
（
児
）
や
そ
の
ご

家
族
な
ど
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
そ

の
方
に
合
わ
せ
た
情
報
の
提
供
・
助

言
を
行
っ
て
い
る
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
窓
口
に
は
専
門
の
相
談
員
が

配
置
さ
れ
、
身
体
的
・
知
的
・
精
神

的
な
ど
の
障
害
に
つ
い
て
、
障
害
者

（
児
）
が
か
か
え
る
様
々
な
悩
み
・
問

題
な
ど
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
事
前
に
電
話
等
で
予
約
い
た
だ

け
れ
ば
、
自
宅
訪
問
も
可
能
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
11
月
７
日
㈭

　
午
後
２
時
30
分
～
午
後
４
時

○
場
所
　
役
場
１
階
　
小
会
議
室

○
お
問
い
合
わ
せ 

　
健
康
福
祉
課
　
社
会
福
祉
Ｇ

　
☎

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

障
害
者
相
談

五
霞
町
身
体
障
害
者
福
祉

協
議
会
会
員
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（
教
育
委
員
会
）

　
11
月
の
講
座
は
、
次
の
日
程
で
開

催
し
ま
す
。

　
随
時
受
付
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
11
月
24
日
㈰

　
午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分

○
場
所
　
中
央
公
民
館

○
講
師
　
吉
田
　
優
先
生

　
　
　
　
小
野
　
真
嗣
先
生

○
お
申
し
込
み
方
法

　
中
央
公
民
館
に
て
、
随
時
受
付
を

　
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
来
館
く

　
だ
さ
い
。

※
電
話
に
よ
る
受
付
も
行
っ
て
い
ま

　
す
の
で
、
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連

　
絡
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
Ｇ

　
☎

（84）
１
４
６
０
（
直
通
）

（
町
民
税
務
課
）

　
ミ
ニ
ケ
ー
キ
を
中
心
と
し
た
軽
食

を
食
べ
な
が
ら
、
楽
し
い
雰
囲
気
の

パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

○
日
時
　
12
月
８
日
㈰
　

　
午
後
1
時
～
午
後
４
時
30
分
　
　

○
場
所
　

　
ホ
テ
ル
　
グ
リ
ー
ン
コ
ア
　

  

（
埼
玉
県
幸
手
市
中
３–

 

17 – 

24
）

※
ホ
テ
ル
に
は
、
問
い
合
わ
せ
し
な

　
い
で
く
だ
さ
い
。

○
対
象
　

　
30
歳
か
ら
45
歳
ま
で
の
未
婚
の
男
女

○
定
員
　
男
性
20
名
、
女
性
20
名

○
費
用
　
男
女
共
２
，
０
０
０
円

○
お
申
し
込
み
期
間
　

　
11
月
3
日
㈰
～
26
日
㈫

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

　
な
り
ま
す
。
結
果
は
、
手
紙
で
お

　
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
電
話
か
ら
の
お
申
し
込
み

　
五
霞
町
結
婚
支
援
員
連
絡
会

　
代
表
　
石
塚

　
　
０
９
０
（
６
５
２
６
）
４
１
２
２

　
　
正
午
～
午
後
７
時

○
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の

　
お
申
し
込
み

に
よ
り
、次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
、「
子
ど
も
た
ち
の
交
通
安

全
ポ
ス
タ
ー
表
彰
」
や
「
茨
城
三
宅

会
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
」、「
よ
さ
こ

い
五
霞
愛
好
会
に
よ
る
よ
さ
こ
い
」

な
ど
様
々
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行

う
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
家
族
そ

ろ
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
11
月
17
日
㈰

　
午
後
１
時
30
分
受
付
開
始

○
場
所
　
中
央
公
民
館
　
講
堂

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
く
ら
し
安
心
Ｇ

　
☎

（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

（
教
育
委
員
会
）

○
日
時
　
令
和
２
年
１
月
12
日
㈰

 

（
受
付
　
午
前
９
時
30
分
～
）

　
開
式
　
午
前
10
時

○
場
所
　
中
央
公
民
館
　
講
堂

○
該
当
者
　

　
平
成
11
年
４
月
２
日
～

　
平
成
12
年
４
月
１
日
ま
で
に

　
生
ま
れ
た
方

○
そ
の
他
　

　
11
月
１
日
㈮
を
基
準
に
該
当
者
を

　
把
握
し
、
11
月
中
旬
頃
に
案
内
ハ

　
ガ
キ
を
送
付
し
ま
す
。
そ
れ
以
降

　
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
12
月
13
日

　
㈮
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
Ｇ

　
☎

（84）
１
４
６
０
（
直
通
）

催

し

中
学
生
議
会
を
開
催
し
ま
す

○
お
申
し
込
み
期
限
　
11
月
21
日
㈭

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
　
健
康
支
援
室

　
☎

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

（
議
会
事
務
局
）

　
町
で
は
、
将
来
を
担
う
中
学
生
な

ど
若
い
方
た
ち
の
率
直
な
意
見
・
質

問
・
要
望
を
お
聞
き
し
、
今
後
の
町

政
に
十
分
反
映
し
、
将
来
も
住
み
続

け
て
も
ら
え
る
よ
う
な
魅
力
や
夢

の
あ
る
町
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
た

め
、
中
学
生
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
　
○
日
時
　
11
月
12
日
㈫

　
午
後
2
時
～

 
（
受
付
　
午
後
1
時
30
分
～
）
　

○
お
問
い
合
わ
せ

　
議
会
事
務
局
　
議
会
Ｇ

　
☎

（84）
１
１
１
１
（
内
線
２
７
２
）

（
生
活
安
全
課
）

　
交
通
事
故
の
防
止
と
交
通
安
全
に

対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
境
地
区
交
通
安
全
推
進

大
会
が
境
地
区
交
通
安
全
協
会
主
催

境
地
区
交
通
安
全
推
進
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す

離
乳
食
教
室
参
加
者

男
性
の
料
理
教
室
参
加
者

（
健
康
福
祉
課
）

○
日
時
　
12
月
10
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

  

（
受
付
　
午
前
9
時
40
分
～
）

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
対
象
者
　
町
内
在
住
の
男
性

○
内
容
　
そ
ば
打
ち
教
室

○
定
員
　
15
名
（
先
着
順
）

○
参
加
費
　
一
人
　
３
０
０
円

○
持
参
す
る
物
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾

○
お
申
し
込
み
期
限
　
12
月
５
日
㈭

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
　
健
康
支
援
室

　
☎

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

（
健
康
福
祉
課
）

　
離
乳
食
に
つ
い
て
の
お
話
と
試
食

を
中
心
と
し
た
教
室
で
す
。
離
乳
食

に
関
す
る
疑
問
や
不
安
を
解
消
し
ま

せ
ん
か
。
お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
も

図
れ
ま
す
。

○
日
時
　
11
月
26
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

  

（
受
付
　
午
前
9
時
40
分
～
）

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
対
象
者
　

　
４
～
６
か
月
児
と
そ
の
保
護
者

  

（
町
内
在
住
の
方
）

○
内
容
　
離
乳
食
の
お
話
・
試
食
・

　
子
育
て
講
話
な
ど

○
定
員
　
10
組
（
先
着
順
）

婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
参
加
者

携帯

成
人
式
典
を
開
催
し
ま
す

昨年の様子

※通信費は、
　個人負担と
　なります。

町
民
歴
史
講
座

ヒ
ス
ト
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
を

開
催
し
ま
す

受付
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○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
保
健
福
祉
部
疾
病
対
策
課

　
が
ん
対
策
推
進
室

　
☎
０
２
９
（
３
０
１
）
３
２
２
４

 

「
農
業
を
始
め
た
い
方
」
、「
農
業

法
人
等
に
就
職
し
た
い
方
」
、「
農
業

に
関
心
の
あ
る
方
」
の
た
め
の
セ
ミ

ナ
ー
・
相
談
会
で
す
。

　
求
人
の
あ
る
農
業
法
人
等
が
20
数

社
、
農
業
の
専
門
学
校
、
Ｊ
Ａ
や
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
等
が
出
展
し
様
々
な
就

農
の
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

○
日
時
　
12
月
7
日
㈯

・
セ
ミ
ナ
ー
　
正
午
～
午
後
１
時
30
分

・
相
談
会
　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

○
場
所
　
イ
ー
ア
ス
つ
く
ば
　

　
2
階
イ
ー
ア
ス
ホ
ー
ル

  

（
つ
く
ば
市
研
究
学
園
５
丁
目
19
）

○
そ
の
他

　
セ
ミ
ナ
ー
は
予
約
が
必
要
で
す
。

　
入
場
・
相
談
料
無
料
・
服
装
自

由
。

○
お
問
い
合
わ
せ

 

（
公
社
）
茨
城
県
農
林
振
興
公
社
　

担
い
手
支
援
部
　
農
業
担
い
手
育

成
Ｇ

　
☎
０
２
９
（
３
５
０
）
８
６
８
６

　
　
　
　
　
　
　
　 

　 

示示
掲掲

板板

　
個
人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
は
、

一
定
の
所
得
を
超
え
た
場
合
に
、
個
人

事
業
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
第
二
期
分
の
納
付
書
を
11
月
中
旬

に
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず
12
月
２

日
㈪
の
納
期
限
ま
で
に
納
め
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所
境
支
所

　
☎

（87）
１
１
２
０

　
古
河
税
務
署
で
は
、
古
河
税
務
署

管
内
の
源
泉
徴
収
義
務
者
を
対
象
に

令
和
元
年
度
年
末
調
整
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
な
お
、
対
象
者
に
は
、
10
月
下
旬
に

関
係
書
類
が
郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
開
催
日
時
・
場
所

・
11
月
20
日
㈬

　
午
前
10
時
～
正
午

　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

　
境
町
中
央
公
民
館
　
講
堂

  

（
境
町
３
９
５
‐
１
）

・
11
月
21
日
㈭

　
午
前
10
時
～
正
午

　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

　
コ
ス
モ
ス
プ
ラ
ザ
　
多
目
的
ホ
ー
ル

  

（
古
河
市
仁
連
２
０
６
５
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
古
河
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門

　
☎

（32）
４
１
６
１

  

（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

※
電
話
番
号
に
お
か
け
い
た
だ
い

た
後
、 

自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て

「
２
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　
古
河
税
務
署
で
は
、
個
人
事
業
者

を
対
象
に
青
色
決
算
書
の
作
成
方
法

や
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
、
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
講
師
は
、
税
務
署
職
員
又
は
税
務

署
が
依
頼
し
た
税
理
士
が
行
い
ま

す
。

　
な
お
、
説
明
会
で
使
用
す
る
資
料

は
、
当
日
会
場
で
配
布
し
ま
す
。

○
日
時
　
12
月
２
日
㈪

　
午
前
10
時
～
正
午

※
開
始
時
間
の
30
分
前
か
ら
受
付
を

行
い
ま
す
。

○
場
所
　
境
町
商
工
会
館

 

（
境
町
９
６
５
‐
29
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
古
河
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門

　
☎

（32）
４
１
６
１

  

（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

※
電
話
番
号
に
お
か
け
い
た
だ
い

た
後
、 

自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て

「
２
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

個
人
事
業
税
第
二
期
分
の

納
付
に
つ
い
て

年
末
調
整
説
明
会
の
ご
案
内

◆
受
付
期
間

【
推
薦
】

　
11
月
1
日
㈮
～
29
日
㈮

※
締
切
日
必
着

【
一
般
】

　
令
和
元
年
11
月
1
日
㈮
～

　
令
和
2
年
1
月
6
日
㈪

※
締
切
日
必
着

◆
試
験
日

【
推
薦
】

　
令
和
2
年
1
月
5
日
㈰
、
6
日
㈪

の
う
ち
指
定
す
る
1
日

【
一
般
】

・
一
次
試
験
　

　
令
和
2
年
1
月
18
日
㈯

・
二
次
試
験

　
令
和
2
年
1
月
31
日
㈮
～

　
令
和
2
年
2
月
3
日
㈪
の
う
ち
指

定
す
る
1
日

◆
応
募
資
格

【
推
薦・一
般
】

　
令
和
2
年
4
月
1
日
現
在
、
15
歳

以
上
17
歳
未
満
の
方

◆
そ
の
他

　
自
衛
官
候
補
生
の
受
付
は
、
年
間

を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部

　
筑
西
地
域
事
務
所

　
☎
０
２
９
６

（22）
７
２
３
９

　
近
年
、
乳
が
ん
や
子
宮
頸
が
ん

は
、
若
い
方
の
罹
患
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
五
霞
町
と
茨
城
県
で

は
、
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
乳
が
ん
検

診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
）
を
実

施
し
ま
す
。

　
買
い
物
つ
い
で
に
検
診
を
受
診
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
利
用
さ
れ
た
方

は
、
ぜ
ひ
、
お
立
寄
り
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
11
月
12
日
㈫

○
会
場
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
水
戸
内
原

 

（
水
戸
市
内
原
２
丁
目
１
）

○
検
査
　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査

○
対
象
年
齢

・
昭
和
53
年
4
月
2
日
～
昭
和
54
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
方
。
（
ク
ー

ポ
ン
対
象
者
）

・
40
歳
以
上
で
、4
月
2
日
～
翌
4
月

１
日
の
間
に
、偶
数
歳
と
な
る
方
。

○
料
金

　
40
歳
以
上
69
歳
　  

１
，
０
０
０
円

　
70
歳
以
上
　 

　
　
　
　
５
０
０
円

○
受
付
時
間

　
午
前
10
時
～
午
後
15
時
30
分

※
予
約
は
不
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
終
了
予
定
時
刻
を
超
え

る
よ
う
な
場
合
は
、
受
付
を
早
め

に
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
生
徒
募
集
の
お
知
ら
せ

青
色
決
算
説
明
会
の
ご
案
内

乳
が
ん
検
診
モ
デ
ル
事
業
の

お
知
ら
せ

令
和
元
年
度
第
２
回
「
新
農

業
人
フ
ェ
ア
in
い
ば
ら
き
」

（
つ
く
ば
市
）
参
加
者
募
集
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こ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
？
「
子
育
て

が
思
い
通
り
に
い
か
な
い
」
、
「
１
人
で
子

育
て
し
て
い
る
気
分
」
、
「
子
育
て
っ
て
疲

れ
る
」
な
ど
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
は
い

ろ
い
ろ
な
思
い
を
抱
え
て
い
ま
す
。
「
つ
ぼ

み
」
は
同
じ
よ
う
な
思
い
を
持
っ
た
お
母
さ

ん
が
集
ま
る
場
所
で
す
。

　
臨
床
心
理
士
も
一
緒
に
参
加
し
、
「
心
理

士
の
子
育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し
、
子

育
て
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
関
わ
り
方
の
コ

ツ
を
お
話
し
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
お
話

し
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

【
そ
の
１
】 

褒
め
方
の
コ
ツ
・
注
目
は
子
ど
も
が
動
く

原
動
力

【
そ
の
２
】

子
ど
も
へ
の
効
果
的
な
指
示
の
出
し
方

①
声
を
か
け
、
視
線
を
合
わ
せ
る

②
指
示
は
短
く
、
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
具
体

　
的
に

③
落
ち
着
い
て
、
き
っ
ぱ
り
と
言
い
切
る

④
従
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
褒
め
る

⑤
子
ど
も
に
気
持
ち
を
切
り
替
え
る
時
間

　
を
与
え
る

・
再
度
指
示
を
出
し
て
待
つ
、
動
き
出
し
た

　
ら
す
ぐ
に
褒
め
る

・
予
告
す
る
「
あ
と
３
回
」
「
６
時
に
な
っ

　
た
ら
…
」
等

【
そ
の
３
】

「
ヤ
ダ
」
と
言
わ
れ
た
と
き
の
対
応

①
感
覚
の
敏
感
さ
→
和
ら
げ
る

②
何
が
起
き
る
の
か
不
安
→
事
前
に
具
体

　
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
（
写
真
、
動
画

　
等
）

③
急
な
切
り
替
え
→
そ
の
２
の
⑤
で
対
応

　
ま
た
、「
つ
ぼ
み
」
で
は
、
保
育
士
や
保
健

師
が
お
子
さ
ん
を
別
室
で
保
育
し
ま
す
。

　
お
母
さ
ん
の
中
に
は
、
「
こ
ん
な
に
長
い

時
間
子
ど
も
と
離
れ
た
の
は
初
め
て
」
や
、

「
最
初
は
泣
い
た
り
し
な
い
か
心
配
だ
っ
た

け
れ
ど
、
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
子
ど
も
の

存
在
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
話
さ
れ
る
方

も
い
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
と
離
れ
る
時
間
も
育
児
に
は

必
要
で
す
。
お
話
し
が
終
わ
っ
て
、
お
迎
え

に
行
っ
た
お
子
さ
ん
の
う
れ
し
そ
う
な
顔

を
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。

　
次
回
の
お
は
な
し
の
会
「
つ
ぼ
み
」
は
、

１
月
に
開
催
予
定
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
思
い

を
抱
え
て
い
る
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

健
康
福
祉
課　
保
健
師

　
季
節
は
確
実
に
秋
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と

を
感
じ
ま
す
。
九
月
二
十
一
日
に
い
き
い
き
茨

城
ゆ
め
国
体
五
霞
町
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
が

開
催
さ
れ
、
本
校
児
童
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま

で
が
参
加
し
ま
し
た
。
天
候
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
参
加
者
全
員
が
無
事
に
ゴ
ー
ル
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
国
体
が
茨
城
県
で

開
催
さ
れ
、
そ
れ
に
参
加
で
き
る
機
会
に
巡

り
会
え
た
こ
と
は
、
大
変
幸
せ
な
こ
と
か
と

思
い
ま
す
。
良
い
思
い
出
づ
く
り
と
体
力
づ

く
り
が
で
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

一
年
　
な
か
む
ら
　
い
っ
さ

　
ぼ
く
は
、
お
と
う
さ
ん
と
せ
き
や
ど
じ
ょ

う
ま
で
あ
る
き
ま
し
た
。
と
て
も
と
お
く
て
あ

し
が
つ
か
れ
た
け
れ
ど
、
お
と
う
さ
ん
と
お
は

な
し
し
な
が
ら
あ
る
い
た
の
で
、
と
て
も
た
の

し
か
っ
た
で
す
。

二
年
　
小こ

ざ
わ
　
え
い
と

　
ぼ
く
は
、
ク
ラ
ス
の
友
だ
ち
や
お
母
さ
ん

と
い
っ
し
ょ
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
で
き
て
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。「
が
ん
ば
る
ぞ
」
と
「
楽
し

い
な
」
と
い
う
気
も
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

ま
た
あ
る
き
た
い
で
す
。

三
年
　
小こ

澤ざ
わ

　
さ
く
ら

　
わ
た
し
は
、
ス
タ
ー
ト
の
所
で
い
ろ
い

ろ
な
人
を
見
送
っ
て
か
ら
一
れ
つ
に
な
っ

て
歩
き
ま
し
た
。
と
中
で
足
が
い
た
く

な
っ
た
け
ど
、
お
う
え
ん
し
て
く
れ
る
人

が
い
た
の
で
、が
ん
ば
っ
て
歩
け
ま
し
た
。

四
年
　
西
　
颯そ
う
真ま

　
五
霞
町
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
こ
ん
な
機
会
は
、
な
か
な
か

な
い
の
で
わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。長
い
き
ょ

り
を
歩
い
た
り
、
地
域
の
人
た
ち
と
ハ
イ

タ
ッ
チ
を
し
た
り
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

五
年
　
鈴
木
　
林り
ん
檎ご

　
国
体
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、
ど
ん
な
コ
ー

ス
を
歩
く
の
か
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
と

て
も
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
し
た
。
実
際
に

歩
く
と
、
楽
し
く
て
あ
っ
と
い
う
間
に
歩

き
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
ゴ
ー
ル
後
は
、
も

う
少
し
歩
き
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

六
年
　
香
取
　
和か
ず
斗と

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
の
開
会
式
で
、
開

始
宣
言
を
し
ま
し
た
。
お
よ
そ
五
十
年
に

一
度
の
大
会
で
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
茨
城
で
の
開
催
が

あ
っ
た
ら
こ
の
日
を
思
い
返
し
た
い
で
す
。

The

お
は
な
し
の
会
「
つ
ぼ
み
」

五霞東小学校

良循環
望ましい行動

うれしい!

もっとやる 褒める

悪循環
望ましくない行動

がっかり!

もっとやる 叱る

注目!

注目!

学校コーナー
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人口と世帯
総人口

　男
　女
世帯数

ご意見・ご要望をお待ちしています。 総務課広報担当☎84―1111（内線226） 

人

人
人

世帯

（ 人）

（ 　 人）
（97人）

（ 　 世帯）

月1日現在　住民基本台帳から
（　）内は外国人登録で内数

町公式ホームページ

お知らせ カレンダー

夜間収納窓口
町 税 等 町民税務課（役場）税務Ｇ ☎84―1966

介護保険料 健康福祉課（役場）高齢者支援Ｇ ☎84―0006

上下水道料金・下水道受益者負担金
上下水道課（川妻浄水場）水道Ｇ・下水道Ｇ ☎84―3000

10

8,563

4,327
4,236

3,291

227

130

172

 前月比  ＋2人 （＋14人）

11月の納税 ▶納期限…12月2日（月）まで

▶11月の開設日
29日（金）：午後５時15分～７時

2019年 月 小児医療輪番制

※ 輪番の実施時間外の外来につきましては、つくば市筑波メディ
カルセンター病院でも小児救急医療を対応しています。

　小児輪番病院は、入院治療を必要とする子供の救急医療を行って
います。受診される際は、医療機関に必ず事前に電話でご相談ください。

西南 
日赤 
友愛 

茨城西南医療センター病院（境町） ☎87―8111
古河赤十字病院（古河市）……… ☎23―7111
友愛記念病院（古河市）………… ☎97―3000

古河古河病院（古河市）……………… ☎47―1010

町長（直通）■84―1550　FAX

４期 町民税務課 税務G ☎84―1966 
５期国民健康保険税 町民税務課 税務G ☎84―1966 
５期後期高齢者医療保険料 町民税務課 税務G ☎84―1966
５期介 護 保 険 料 健康福祉課 高齢者支援G ☎84―0006

茨城おとな救急電話相談

プッシュ回線の固定電話、携帯電話からは、短縮ダイヤル＃7119
又は☎03―5367―2365

24時間365日

茨城子ども救急電話相談

プッシュ回線の固定電話、携帯電話からは、短縮ダイヤル＃8000
その他の電話からは☎03―5367―2367

24時間365日

【休日等窓口】

休日等 土曜日、日曜日、祝祭日

開庁時間 午前8時30分～午後５時15分

証明書種類
○住民票　　○印鑑証明

 

必要なもの
マイナンバーカードが必要です！

（電子証明書　数字4ケタの暗証番号）
 ※ない方は、事前に作成・登録してください。

　町民税務課 町民Ｇ　☎84―1965（直通）

または郵送手続きをご利用ください。

○お問い合わせ

※戸籍謄抄本が必要な方は平日開庁日

固 定 資 産 税

輪番日…月～土曜日：午後６時～午後11時
日・祝・年末年始（¹²/₂₉▶¹/₃）：午前9時～午後4時

11
金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

20

22 

17
18
19

21

23
24
25
26
27
28
29
30

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

友愛

西南

西南

西南

西南

西南

日赤

日赤

西南

日赤

日赤

日赤

日赤

西南

可燃ごみ

缶類

びん類・ペットボトル

可燃性粗大ごみ

可燃ごみ

不燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

友愛

古河

古河

可燃ごみ

可燃ごみ

紙類

びん類・ペットボトル

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

缶類

可燃ごみ

不燃性粗大ごみ

プラバン工作（南児童館）　

親子ヨガ教室（ふれあいセンター）
中学生議会（役場３階　議場）　　

脳トレ（西児童館）　　ドッジボール＆避難訓練（南児童館）
道の駅定休日

道の駅定休日

文化の日　　五霞町文化祭・五霞ふれあい祭り（中央公民館）
生活習慣病予防教室①（保健センター）

五霞町文化祭（中央公民館）

振替休日

1歳6か月児健診（保健センター）

すくすく相談（保健センター）
ちびっ子広場（西児童館）　　プラバン工作（南児童館）

障害者相談（役場１階　小会議室）
生活習慣病予防教室②（保健センター）
だるまさんがころんだ（西児童館）

2歳児歯科健診（保健センター）

境地区交通安全推進大会（中央公民館）　

ちびっ子広場（西児童館）

ぴよぴよ広場・避難訓練（西児童館）　みんなでクッキング（南児童館）
親子ヨガ教室（ふれあいセンター）　
離乳食教室（保健センター）

町税等夜間収納（各窓口）

勤労感謝の日

にこにこ広場（南児童館）　

五霞町防災の日
町民歴史講座（中央公民館）　

生活困窮者自立支援事業巡回相談日（役場１階　小会議室）
ふれあいハート教室（保健センター）
ドッジボール大会（西児童館）

新聞紙ホッケー（南児童館）

うたごえサロン（中央公民館）

にこにこ広場（南児童館）

消費生活相談窓口(ひばりの里)
よちよち相談（保健センター）
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出
会
い
を
通
し
て

　
　
　
五
霞
中
学
校
　
３
年
　
須
釜
　
愛

　
私
は
生
ま
れ
て
か
ら
一
体
、
何
人

の
人
と
出
会
っ
た
の
だ
ろ
う
。
人
と

の「
出
会
い
。」そ
れ
は
、
と
て
も
す

ば
ら
し
く
、
す
て
き
で
、
奇
せ
き
の

つ
み
重
ね
で
あ
る
と
、
中
学
三
年
生

に
な
っ
た
今
、
私
は
思
う
の
で
す
。

　
私
が
は
じ
め
に
そ
う
思
っ
た
の

は
、
小
学
校
五・六
年
生
の
担
任
の

先
生
と
の
出
会
い
で
し
た
。
そ
の
先

生
は
、
厳
し
さ
が
あ
り
な
が
ら
も
私

た
ち
に
対
し
て
、
真
正
面
か
ら
ぶ
つ

か
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

と
て
も
親
し
み
や
す
く
、
一
言
で
表

す
と
学
校
で
の
お
母
さ
ん
の
よ
う
な

存
在
で
、
い
つ
も
安
心
感
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　
六
年
生
の
と
き
、
私
は
先
生
に

青
少
年
の
主
張
大
会
の
作
文
を
や
っ

て
み
な
い
か
と
声
を
か
け
ら
れ
ま
し

た
。
私
は
迷
い
ま
し
た
が
、
先
生
と

一
緒
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
何
度
も
文

章
を
考
え
、
発
表
の
練
習
を
し
て
大

会
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私

は
、
大
勢
の
人
の
前
に
た
っ
て
発
表

す
る
こ
と
が
苦
手
で
し
た
が
、
こ
の

こ
と
を
き
っ
か
け
に
克
服
す
る
こ
と

が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
に

挑
戦
す
る
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
先

生
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
小

学
校
の
教
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
元
気
で
明
る
く
、
常
に
子

ど
も
た
ち
と
向
き
合
え
る
先
生
に
な

り
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
に
出

会
い
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
出
会
い

の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
、

小
学
校
の
時
に
出
会
っ
た
先
生
や
仲

間
と
の
思
い
出
は
、
今
で
も
大
き
な

力
で
あ
り
宝
で
す
。

　
中
学
生
に
な
り
、
ま
た
新
し
い
先

生
、
仲
間
と
の
す
ば
ら
し
い
出
会
い

が
あ
り
ま
し
た
。
出
会
っ
た
先
生
の

中
に
、
自
分
の
体
験
を
通
し
て
こ
ん

な
考
え
方
も
あ
る
よ
と
教
え
て
く
れ

た
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

「
死
ぬ
こ
と
以
外
は
か
す
り
傷
。」私

は
、
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
は
じ
め

は
少
し
驚
き
ま
し
た
が
、
少
し
ず
つ

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
い
つ
の
間

に
か
私
の
心
に
ず
っ
と
残
る
言
葉
と

な
り
ま
し
た
。
私
が
悩
み
や
不
安
を

抱
え
て
い
る
と
き
に
、
こ
の
言
葉
が

と
て
も
励
み
に
な
り
、
も
う
少
し
頑

張
っ
て
み
よ
う
と
思
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
先
生
と
は
、
一
年
間
と
い

う
短
い
時
間
し
か
一
緒
に
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
私
は

た
く
さ
ん
の
元
気
と
情
熱
を
も
ら
い

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
私
に
は
同
じ
部
活
動
の

仲
間
で
あ
り
、
信
頼
で
き
る
友
達
が

い
ま
す
。私
が
困
っ
て
い
る
と
き
や
、

考
え
事
な
ど
を
し
て
い
る
と
き
に

は
、
真
っ
先
に
気
付
い
て
声
を
か
け

て
く
れ
ま
す
。
私
は
、
そ
の
友
達
の

お
か
げ
で
勇
気
づ
け
ら
れ
た
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
部
活
動
の

中
で
、
悩
ん
だ
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
は
、
い
つ
も

仲
間
が
そ
ば
に
い
て
く
れ
て
一
緒
に

頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
は
じ

め
は
自
信
が
な
く
な
っ
た
部
長
と
い

う
立
場
も
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
と
な
ら

ど
ん
な
こ
と
も
乗
り
越
え
ら
れ
そ
う

な
気
が
し
ま
し
た
。
私
の
力
と
な
っ

て
く
れ
た
友
達
。
今
度
は
、
そ
の
友

達
が
悩
ん
で
い
た
り
、
困
っ
た
り
し

て
い
る
と
き
は
、
す
ぐ
に
気
付
い
て

少
し
で
も
力
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
私
は
、
こ
ん
な
す
て
き
な

友
達
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
て
と
て

も
幸
せ
で
す
。

　
み
な
さ
ん
も
今
日
ま
で
、
た
く
さ

ん
の
人
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
そ
の
出
会
い
の
中
で
、

励
ま
し
を
く
れ
た
人
や
、
大
切
な
存

在
に
な
っ
た
人
が
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
こ
ん
な
に
も

す
ば
ら
し
い
出
会
い
が
あ
っ
た
こ
と

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
数
多
く
の
出
会
い
が
あ
る

で
し
ょ
う
。
私
は
、
そ
の
一
つ
一
つ

の
出
会
い
を
大
切
に
し
て
、
人
生
を

豊
か
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
10
月
１
日
、
中
央
公
民
館
講
堂
に

お
い
て
、
第
25
回
五
霞
町
青
少
年
の

主
張
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
町
長
を
始
め
、
町
議
会

議
員
、
教
育
委
員
、
各
小
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
、
民
生
委
員
、
青
少
年
相

談
員
、
子
ど
も
会
育
成
指
導
者
な
ど

約
２
０
０
名
の
来
賓
や
一
般
聴
聞
者

が
出
席
す
る
な
か
、
小
学
生
４
名
、

中
学
生
６
名
の
10
名
の
児
童
生
徒
が

登
壇
し
、日
頃
の
考
え
や
思
い
、ま
た
、

将
来
の
夢
な
ど
を
力
強
く
主
張
発
表

し
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
受
賞
者
名
》　
　  

　
　
　（
敬
称
略
）

○
五
霞
町
青
少
年
問
題
協
議
会
長
賞

　
五
霞
中
学
校
３
年

須
釜
　
　
愛あ
い

○
五
霞
町
議
会
議
長
賞

　
五
霞
東
小
学
校
６
年

竹
内
　
悠ゆ

真ま

○
五
霞
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

　
五
霞
中
学
校
１
年

吉
田
　
美み

咲さ
き

○
青
少
年
育
成
五
霞
町
民
会
議
会
長
賞

　
五
霞
西
小
学
校
６
年

大
谷
　
美み

葵き

○
五
霞
町
青
少
年
相
談
員
協
議
会
長
賞

　
五
霞
中
学
校
３
年

大
橋
　
　
稜り
ょ
う

○
優
秀
賞

　
五
霞
東
小
学
校
５
年増

田
　
奈な

美み

佳か

　
五
霞
西
小
学
校
５
年

森
田
　
頌つ
ぐ
未み

　
五
霞
中
学
校
１
年

松
本
　
咲さ

衣え

　
五
霞
中
学
校
２
年

菊
地
　
一ひ
と
葉は

　
五
霞
中
学
校
２
年

　
鈴
木
　
　
伯は
く

〜
児
童
生
徒
が
、
日
頃
の
考
え
や
思
い
、

　
　
　
　
　
　
ま
た
将
来
の
夢
な
ど
を
力
強
く
主
張
発
表
〜

第
25
回
五
霞
町
青
少
年
の
主
張
大
会


